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論文内容要旨 影
 A。.idi血。.,..解1以B.と翻染色によ 微鏡台勺研究の報告は少く,聴
ぎ
 脳鰍醐する研究納外極じて礎かに2～罐みる嚇驚る・./
ド
 著者は実験動物としてラツデ約550頭を弔い・正常脳組織のAO染色所見を観察・次いで損§
ξ
 傷脳に之を応弔しン掛鯛脳が如何なる螢光を発しン時間と共にどの様に変化してゆくものか其の/
喜
 変化は∫魚族脳関門(以下BBBと称す)と如何なる関連性を有するものか・叉今迄尾いられてい馨 彩
 る脳損傷の・治灘鳳蝶磯光が嫡に変化してゆく勧か勧翫鰍鏡謙観察した。1,
琴
 先ず季ラツテの頭蓋骨を露饑し頭器骨上より電気焼灼によ匂・脳を損傷し尋負傷後予定された1
 時間にヲツテを断頭屠殺・脳を鰯出・10%ホルマリン液に画定・脳損傷部中心を通る龍額横断t ξ
 面の4μパラフィン包埋瓠片を作動AO(蒸留水の一万倍溶液)にて・夫々1分及び2分欄染1
ξ
 蝕した。さて螢光顕微鏡の光源は千代田超高旺水銀燈を使明し・その紫外線フィルターにはイワ1
多
 キB照を,畿フィルタ肛磁ワキコ.くルトフイルター(呈)を聯た.i
彰
 正常脳組織AO染色標本は・染色時間2分間の場合,錐体細胞は黄色・膠細胞の核は褐色・そ/・
 /
・
ま
 の胞体は黄色の螢光を示し・膠質網は黄緑及至緑色の螢光を示した。1分間染色ではこれ等の螢/
}
 光は,2分間染色のものよりも全般的に緑色味を帯びてレ、たol『ヒ
 ～方掻傷脳AO染色による二次螢光の変化は損傷後6及至窪2時間日が最も強く・且・広範囲/
 き
ロ
 であっ}ヒ。これらの標本ではH逸染色にて組織の疎開・PAS染色ではPAS陽性物質の存在す1
!
 る損傷部よめ側脳室壁に至る全腰7並びに両側勝謄体に於て膠質綱は褐色螢光を発し・叉輝黄色1
 或は赤褐色の螢光を示す細泡がみられた。然し側脳室壁・第5脳室壁・其の飽の脳皮質表屑部1
 i
 の一部に於ても膠質網の揚色螢光が観察されたが,この部分ではHE染色やPAS染色では何等1!
 変化がみられ攻かつた部分である。この様な変化は損傷後12時間鼠以後・次第に消退して行き,! i
/
藍
 48時間日で赤禍色螢光を示す細胞は見られなく攻り・損傷後7日鼠には損傷部に僅かに褐色螢ll/
.
 光琳すの巌暁/
 さて・従来よりBBBの破壊程慶を示す良い指標であると云われている。瓠a-E無oreSGe麺イ≒
 生体染色法及びAlbu面n結合f飢庭よるラジオオートグラムを応弔し・その螢光発生部分並
 びに感光蔀分と・AO染色による褐色螢光部分と比較した所・これらの部分は三者とも略一致し・
 特に強い螢光部分及び感光部分では赤褐色の螢光を示す細胞がみられた。即ち損傷脳AO染色に
 よる二次螢光の変化はBBBの破壊部位・程度と[致した。尚腎及び肝殿を脳損傷の場合と同様い
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 に処置し,比較観察した所,鷺鑑染蝕で染色性を失っている部分は褐色螢光を示し,核は赤褐色
 の螢光を示していた。しかしその他の部分では損協部に近い表層だけが楊色螢光を示していたに
 すぎず・損傷脳の場合と異り,腎及ぴ肝実質深部のどこにも褐色螢光はみられ友かつた。要する
 に損傷脳のAO染色による二次螢光の変化は腎及び肝磁のそれとは異った変化範囲を示し,恐ら
 くBBBの破壊程度と密接た関係にある事が推量された。
 一更に脳損傷動物に対して治療実験を行い・AO染態による褐色螢光の変化を追究した。
 まず脳窪下降剤としての50%グルコーゼ5.0㏄/K9・或はネオウレア∬ン2.09/Kタ投与
 の携含・其の効果に有意の差はみられず・投与後6時間目で最も褐色螢光は縮小い赤褐色螢光
 ,を示す細胞もみられ友くなり・投与後葉8時間で対象標本と嗣程慶の螢光と友つた。要するに脳
 圧下降剤の損傷脳二次螢光に対する抑制は・毅与後6時間目で最も強く・その後抑制は18時間
 持続するものと,思われた。
 脳細胞賦活剤としてのアデノミン5燐酸・及び7一アミノ酪酸・叢びに副腎皮質ホルモンとし
 ての酢酸コーチゾン投与療法では掻揚脳二次螢光に対する影響は認められ友かつた。
 低濃管理療法は22℃・25'C及びろ0℃の各段階に分けて行ったが・褐色螢光範囲は低濃に・
 すればする程縮小する頓向にあり}その湿度で管理時間が6時闘でも日2時間でも特に褐色螢
 光範囲には変化がみられ攻かつた。然し,復温後褐飽螢光は拡大してゆき・復温後ぎ6時間臼で
 対象標本と周程瞳と疫つた。要するに低湿管理療法は損傷脳;次螢光に対し拗鰯作弔を有してい
 るものと考えられた。
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 審査結果の要旨
 Aoridi且eor&且ge(以下a.o)染色による脳紛織螢光顕微鏡的報告は,内外を通じて
 二}三を見るのみである。R&携e550頭を調い・損傷脳がレ・かなる螢光を発し経時的に・ど
 の様に変化してゆくものかfその変化は血液脳関門ど(以下B.B、B)いかなる関連雛をもつ
 ているか,又,今迄の脳損傷の治療法によってその螢光変化が,どの様に変ってゆくかを険討レ
 た。損傷脳では,H、B染色あるいはPA8染色で変化が晃られる部分では,膠細胞は褐琶螢光
 を発し,叉,輝黄彪あるいは赤揚色の螢光を発する緬胞が見られた。しかし,それ等の染色で変
 化の見られない部分7即ち側脳室壁,才三脳箆壁ン脳実質表展の一部でも&.O染色で褐色螢光
 が観察さ牙した。この変イヒは,損傷後6{42糊目がもっとも強く,かつ齢囲であ頚,ついで
 消縫しはじめ,7β目には殆んど変化がなぐなった。この変化を従来B.B.B破壊程度を示す
 よい指標とされ1てレ、るN色fユ葺orescei且生体雑法及び,albu皿in結合董13エによるRa,一
 dio敏utogr翻によって比較して見るとa.o染色での褐色螢光の部分は,それ等によるB
 B.B破壊程度の部分とほ艮一致した。尚,肝ン腎て瞼この様な纂はなかった。即ち&.o染色に
 よる褐色螢光はB.B.B破壊程度を示すものとは雷いえないにしろ,密接な関係にある事がわ
 かった。損傷懸治療実験では50%glucoseあるいは・尿素剤の投薄で・投与後6時闘でも
 つとも褐色螢光が縮少し,その抑欄は約喋8時間接続した。&de皿oci且3燐酸も,アミノ解離
 酢酸コーチゾン投写では,唆つたく変化は見られなかった。喚環轟管理.療法では低温にすればする
 程,褐色螢光の縮少傾向が晃られた。要するに,鼠.O染色は操作が簡単であり・多彩な螢光を
 発し,H。EあるいはPAS染色で変イ磁B.B.Bと密接な関係にある事を証閉し,;得たと云っ
 て居る。
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